
ご こ く やうなぎパイの春華堂 新卒初任給引き上げのお知らせ
～ お菓子づくりを通じて、人と、地域とともに未来をつくる ～

プロローグ

“うなぎパイ ブランド”から学び気付かされたコト・・・

うなぎパイは浜松で育まれたお菓子としてこの土地を大切に、そしてご縁に感謝してこの地に根付いた歴史があります。
春華堂は未来の和洋菓子を探求するため、日本全国や世界各地を旅するなかで、いかに「浜松は食に恵まれた土地」であるかを
あらためて気づかされました。実は地元に目を向ければ世界に負けない食の魅力がこんなにあるなんて…
2014年に開業した「nicoe（ニコエ）」では“食育”と“職育”をテーマに地域の生産者と繋がるなかで静岡の食の豊富さを再認識し、
さらに国内外で活躍する一流シェフも地政学的に類を見ないこの土地の魅力に注目しています。
静岡県の「ふじのくに“食の都”づくり」や浜松市の「美食の街推進事業」をはじめ浜松パワーフード学会の取組みも盛んなことから、
食にまつわる市民意識も高まっています。

こどもの頃から豊かな土地の食材を知り味覚を育てることは将来彼らが地元に戻ってくることや国内外で浜松の良さを語れる人に
育つことが期待できるでしょう。また浜松出身のシェフとして海外で活躍したり静岡の食材を使うこともおきるかもしれません。

そんな世界が食を求めて訪れる土地、また若者の“食の学びの場”に浜松がかわっていく姿を想像して・・・

企業側の社会課題
企業の中でゼネラリスト育成
→社会での実践教育がなされていない
→自ら考え自ら提案できる場が少ない
→離職率が高まる

学校側の社会課題
学校も少子化も相まって、自分の仕事に対するモチベーションの維持が難しい。
学校教育で教えられrていない現状があるのが学校の悩み

解決策
企業が学校と連携 企業同士で連携し、教育していく 会社のど真ん中
会社の立ち位置を知り、社会におけるPDCAサイクルを学ぶ
地域の中で課題を捉え、面で解決していく術を学ぶ

新時代における生き残り発展していくための新しい教育の形である
それがリベラルイーツアカデミー
企業と企業 企業と生産者 企業と料理人

→ 学校 社内人間力 人材教育

社内コンクール。 プロジェクトを通じて

粟を作っている中で、

情報取得の手段が多様化している近年、生活者は自身のタイミングで必要な情報だけを得ることが可能になってきました。それに伴
い企業も、情報を届ける先の人数だけでなく、届いた後に共感が生まれるような文脈構成、次の行動を引き出す興味喚起の方法
などを、コミュニケーション上の課題として重視するようになりました。
「PR TIMES」もスマホシフトやSNS浸透などの時代の変化に対応し、従来は企業からメディアへと一方通行の伝達手段であったプ
レスリリース配信を、企業とメディアそして生活者をニュースでつなぐインターネットサービスへと昇華し、2万社を超える企業にご利用い
ただけるまでになりました。
この「PR TIMES」コミュニティーに集まる方々にとって、変化を捉えながらオフラインで学び合える場を改めて創りたいとの思いから、
「PR TIMESカレッジ」を開講することといたしました。広報のキホンからコミュニケーションの最新ティップスまでを吸収し、明日の業務
に活かせる場を目指します。
そしてまた当社自身も広報・メディア・インフルエンサーの最新の現場から学び、サービスをアップデートし続けたいとの思いを持ち続け
ています。
最近では地方自治体や地方銀行との提携を通じ、PR TIMESの利用顧客は地方にも広がっています。地方企業様にも是非この
講義の内容をお届けしたいとの思いから、当日ご参加が難しい企業様にはLIVE配信をご用意いたしました。インターネット環境にて
ご視聴いただくことが可能です。（2月26日(月)は19:30～の第2部のみLIVE配信を実施します。）

リベラルイーツアカデミー開校の背景

人口減少が叫ばれる日本において、ことさら春華堂が本社を構え、地方都市である浜松市とっては深刻な問題です。
人材の確保は難しい。たくさん確保すれば良いわけでもない。 今いる人や新たに参画する人が柔軟な思考で、
大事にしていそれは会社を、地域を、支える「人」です。なぜ「人」が大事なのか…うなぎパイも50人からなる職人から生まれています。
そのため職人を多く抱える春華堂では、人間性を重視した人財開発制度を導入していました。

高い山と深い海に囲まれた静岡県の中にあって浜松の地は遺跡が多く、地政学的にも古くから食に豊かな土地であったといわれて
います。しかしそこに住む我々はその魅力に気づかないまま大人になってしまいます。食に豊かな土地にいるからこそ、素材の美味しさ
を子供のころから学ぶことは大切なこと。食に豊かな育った子供たちは、外に出てからも広く伝えてくれる。

学校 社会

地域の課題

対象職種  ： 2027年4月入社の新卒社員
内容  ： 新卒初任給を15,000円～35,100円（約6.8％～18.5％）引き上げ
支給開始  ： 2027年4月度給与から

■ 新卒初任給改定 概要 （27年4月度～）
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有限会社春華堂（本社：静岡県浜松市、代表取締役社長：山崎貴裕）は、菓子製造業を通じて地域と
ともに歩み、持続的な成長を目指す企業として、従業員一人ひとりが安心して働き、将来に向けて挑戦できる
環境づくりを重要な経営課題と位置づけています。
こうした考えのもと、世界的な原材料価格の高騰や為替変動の影響などによる昨今の物価上昇を受け、
従業員の家計負担の軽減と、菓子製造業界の将来を担う優秀な人財の確保を目的に、2027年4月入社の
新卒従業員を対象として初任給を15,000円～35,100円（約6.8％～18.5％）引き上げることを決定
しました。
あわせて、2026年4月より既存の正社員・メンバーを対象としたベースアップも実施いたします。

■ 基本給・時給改定 概要 （26年4月度～）

対象職種  ： 春華堂メンバー（契約社員・アルバイト）
内容  ： 時給の100円の増額
支給開始  ： 2026年4月度給与から

対象職種  ： 既存正社員
内容  ： 基本給を一人当たり平均4.5％引き上げ
支給開始  ： 2026年4月度給与から

当社では、従業員が安心して働き続けられる環境づくりこそが、企業の持続的な成長に不可欠であると考えて
います。菓子製造業界を取り巻く環境が大きく変化する中、将来を見据えた新たなチャレンジを進めていくため
には、次代を担う優秀な人財の確保と育成が重要であるとの認識のもと、今回の賃上げを決定しました。
本取り組みは、従業員の生活支援にとどまらず、「人財育成」や「働きがい」の向上を通じて、地方企業としての
価値、ひいては業界全体の魅力向上にも寄与するものと考えています。

春華堂は、従業員が安心して働き続けられる環境づくりこそが、企業の持続的な成長に不可欠であると考えて
います。菓子製造業界を取り巻く環境が大きく変化する中、将来を見据えた新たなチャレンジを進めていくため
には、次代を担う優秀な人財の確保と育成が重要であるとの認識のもと、今回の賃上げを決定しました。
本取り組みは、従業員の生活支援にとどまらず、「人財育成」や「働きがい」の向上を通じて、地方企業としての
価値や業界全体の魅力向上にもつながるものと考えています。
今後も春華堂は地域に根ざし、末永く愛される菓子屋を目指してまいります。

初任給改定内容　（2027年4月より適用）

従来 改定後（2027年4月） 改定額 引き上げ率

大学院卒 230,000円 260,000円 30,000円 13.0%

大学卒(総合職) 220,000円 250,000円 30,000円 13.6%

大学卒(一般職) 220,000円 235,000円 15,000円 6.8%

専門卒 200,000円 230,000円 30,000円 15.0%

高校卒 190,000円 225,100円 35,100円 18.5%

春華堂は、菓子製造業界を取り巻く環境が大きく変化する中、日本の菓子文化や価値観を現代の感性に
合わせて表現し続けるため、将来を見据えた新たな挑戦を進めています。その実現に向け、次代を担う優秀
かつ多様な人財の確保と育成が不可欠であると考えています。本取り組みは、従業員の生活支援にとどまらず、
一人ひとりの個性を尊重しながら「人財育成」や「働きがい」の向上を図り、多様な価値観が活かされる組織
づくりを目指すものです。これにより、地方企業としての価値向上のみならず、菓子業界全体の魅力向上にも
寄与していくと考えています。今後も春華堂は、地域に根ざし、日本の文化を未来へとつなぎながら、末永く
愛される菓子屋を目指してまいります。

春華堂は、菓子製造業界を取り巻く環境が大きく変化する中においても、菓子を通じて日本の文化を次の世代
へ継承していくことを重要な使命と捉え、時代に即した企業のあり方を追求してきました。その取り組みの一環と
して、企業活動の基盤である「人」に着目し、多様な価値観や個性が尊重される組織づくりを進めています。
本取り組みは、単なる制度の整備や改定にとどまるものではなく、社員一人ひとりが長期的な視点で成長し、
主体的に挑戦できる環境を整えることで、持続可能な企業経営の実現につなげていくことを目的としています。
地域に根ざす菓子メーカーとしての責任を果たしながら、業界全体の魅力向上にも寄与していく考えです。今後
も春華堂は、日本の菓子文化と地域社会に真摯に向き合い、社会的価値の創出に取り組んでまいります。
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